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人 間 と 1 机 る た い の の 0 才 に ! 





ムスリム の 皆様 。 人 間 は 、 本 質 的 に 良い 存在 
で す 。 人間 か ら 悪 事 が も た ら さ れる こと の 背景 に 
は 、 本 質 と し て 持っ て いる 良い 特徴 を 仕事 や 家庭 
そし て 実際 の 生活 に 反映 し な いこ と が あり ます 。 
な ぜ 反 映 で き な い で し ょ うか 。 そ の 良い 本 質 を 忘 
れる か ら で す 。 自身 を 忘れ 、 そ し て 主 の 御前 に い 
る と 言う こと も 忘れ 、 や が て 主 を 忘れ て し まい ま 
す 。 

見 弟 姉妹 の 皆様 。 人 間 は 、 被 造物 の 中 で 知識 
を 最も よく 作り だ し 、 そ 
れ を 用 いる 存在 で す 。 し 
か し その 特徴 に 反し 、 被 
造物 の 中 で 最も 忘れ っ ぽ 員 
いも の も 人 間 で す 。 人 間 
が 忘れ る と いう こと は 、 
自身 以外 の も の だ け を 忘 
れる の で は な く 、 自 


れ た 任務 も 忘れ ます 。 

し か し 人 間 は 、 水 の よ 
うに アッ ラー の 特徴 を 顕 
現さ せ 、 そ の 美 名 を 反映 させ る 鏡 の よう な 存在 で 
す 。 つ まり 、 知 識 、 力 、 あ われ み 、 気 前 の よさ 、 
知覚 、 才 智 、 真 理 、 誠 実 さ 、 信 頼 性 、 偉 大 さ 、 栄 
准 、 差 恥 心 、 生 舘 な ど を 人 間 が 顕現 する 形 で で 創 
造 さ れ ま し た 。 

その た め に 悪魔 は 万 物 の 主 に 対し て 、 あ る 意 
味 で 「 最 も 尊い 被 造物 と し て 誤っ た 存在 を 選ん 
だ 。、 誤 っ た 者 に に 使 付 を 負わ せ た 。 そ れ に 適し 
て いる の は 私 だ 。 人 間 は 計画 され て いる こと を 実 
践 し な い 。 貴 方 が 候補 者 を 選ぶ の を 誤っ た た め 、 
で 私 は それ に 対す る サジ ュ ダ を 拒否 し ます 」「 と 
言い ま し た 。 天使 達 は 、 wo は 人 間 が 「 地 上 で 
悪 を 行い 、 血 を 流す 」^ 、 心 配 し て いる こ 
サト 高 な る アッ ラー は 、 
「 本 当 に 私 は あな た 方 が 知ら な いこ と 0 
る 』 と 仰せ られ 、 心 配 を と き 、 や が て 天使 た ち 
Ph 


参照 、 第 1 章 26-33 節 : 第 16 章 49-30 節 . 
2 と 


第 2 草 30 分 . 
参照 、 第 2 章 34 節 . 
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忘れ た 人 間 は 、 ア ッ ラ ー に 与え られ た 価値 や 負わ 
れ た 任務 を 忘れ た こと に な り ま す 。 

ムスリム の 皆様 。『 あ な た が た が 何処 に いよ 
うと も 、 か れ は あな た が た と 共に あら れる 』『! と 
いう 聖なる 宣言 が ある に も か か わら ず 、 人 間 は 
時 々 家 や 学校 そし て 職場 で アッ ラー と 共に いる こ 
と 、 そ し て アッ ラー の 御前 に いる こと を 忘れ ます 。 
この よう な 人 の 一 番 の 特徴 は 、 災 厄 に 会 えば 主 に 
術 り 、 だ が 、 炎 厄 か ら 救 われ 、 普 段 の 生活 に 戻る 
と アッ ラー を 忘れ る こと で 
す 。 "人 間 が 忘れ る こと は 
生活 し て いる 社会 に お いて 
道 術 的 か つ 社 会 的 均衡 を 崩 
す 原 因 と も な り ま す 。 さ ら 
に その 忘れ る こと の 結果 、 
状 悲 、 員 実 さ 、 公 正 、 准 静 
に な る こと 、 慈 し み 、 正 確 
さ 、 合 法 と され た も の を 飲 
食す る こと 、 い た わり と い 
っ た 人 間 的 か つ イ スラ ー ム 
的 な 価値 が 失わ れ て し まい 
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忘却 は 、 自 分 に 『 頸 動脈 より も 近い 主 』"、 創 
造 主 を 、 手 に し て いる あら ゆる も の に お いて 借り 
の ある お 方 を も 忘れ る 程度 まで に 広がり ます 。 こ 
の よう な 忘却 は 最も 区 ろ し いこ と で す 。 忘却 が こ 
20 に な る と 、 そ の 人 は あら ゆる 悪事 を 行う 可 

通 性 が あり ます 。 なぜなら その 人 は 忘れ て は いけ 
人 
ー を 忘れ る 者 は 、 他 の どの 善 美 を 思い 出す こと が 
でき の る で し ゃ うう 0 

何時 で も 何処 に いて も 主 の 御前 に いる こと を 
忘れ な いよ うに し まし ょ う 。 そ の お 方 を あら ゆる 
有 通 間 に お いて 思い 出さ せる 言葉 や 振る 舞い を 大 切 
に し 、 そ うす る こと に よっ て この 世 と 来世 を 整え 
まし よう /。 
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先 57 章 4 分 . 
参照 、 第 39 章 8 節 . 
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和 50 章 16 節 . 
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